事前課題5
令和８年度相談支援従事者主任研修　事前課題５
【多職種協働（チームアプローチ）の考え方と展開方法】

　地域共生社会の実現のためには、こども、障害、高齢などの分野の枠を超えて、関係機関との協働と多職種の連携が求められています。一方で連携の際には、様々な課題や困難さに直面することも多くあります。この演習では、事例を参考に支援を必要とする人の複合的な課題を解決するために多職種が連携することの重要性を理解し、ひとり一人の専門職が果たすべき役割や地域で多職種が連携するために必要な仕組みづくりについて学びます。演習を円滑に進めるために、自分が体験した多職種連携についての以下の項目について、思い出すことができるよう記載してください。

氏名：　　　　　　　　　　
1. 今までの多職種連携で課題だと思った場面を話したいときに思い出せるようキーワードで記載してください。（文章が良い方は文章で書いてください）
例）40代女性、母の年金で生活、母入所、一人暮らし　転職繰り返す　買い物依存　借金　自己破産






2. 連携にあたり、苦手な分野と（テキストのP168の2-（1）3行までの文章を参考に）
困っていることについて、四つ以上書いてください。






3. 2のように感じた時どのように解決しましたか？その時に受けた助言や同行して熟練技を見聞きしたときのことを思い出してどんな人や仕組みがあったら、困っていることや苦手が解決できると思いますか？






4. 3.の課題について、今後、主任相談支援専門員として地域の仕組みや人づくりについて考えられることを記載してください。
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